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　2013年11月21日（木）の6時間目、
甲陽学院中学校講堂において同窓
生講演会が開催されました。本年度
の講師、長野聡氏は1981年に高等
学校を卒業した62回生で、東京大
学法学部を卒業後、日本銀行に入行
され、現在は大阪支店の副支店長と
してご活躍されています。
　氏は、「お金」にまつわるお話として、私たちが普段何
気なく使っているお札の信用の源や、電子マネーの決済
の仕組みなどについて分かりやすく解説されました。そ
の中で、「お金」がその信用、通用性を保つための諸条件
として、破れにくい紙幣という物質的な側面、預金をす
ぐに引き出すために必要なATMや電子マネーを決済す
るために必要なシステムなどの安定性、また偽造しにく
い紙幣といった技術的な側面、治安の安定とそれを支え
る警察、法などの社会的・制度的側面など、大変多くの
例を挙げられました。それは「お金」という社会の“一
隅”を取り上げてみたとき、突き詰めていくと実はそれ
だけたくさんの知識が必要になるのだということを含意
しており、どんな物事であっても突き詰めていくと、あ
る時単純で普遍的な“公理”に「コツン」とぶつかって、
社会の様々な仕組みがどこかでつながっているというこ
とがわかるのだという氏の言葉につながっていきます。
これには筆者も大変感銘を受けたとともに、おそらく、
中学生諸君も今取り組んでいる日々の学習がいずれどこ
かで必要になり、役に立つのだということを理解してく
れたのではないかと感じました。また、お金を稼ぐこと、
貯めることが自己目的化してはならない、という言葉に
は筆者自身もドキリとさせられる部分がありました。人
の役に立つことをしていればお金というものは勝手に入
ってくるのであって、制度の変化や社会情勢の変化によ
って一日にして信用を失う可能性のあるお金を目当てに
職業選択をするのではなく、どんな状況であっても普遍
的な「人のために」という気持ちを持つべきである、そ
う力を込めて述べられる長野氏の姿は、本当に大切なも
のを見誤ってはいけないのだという強いメッセージを発
していました。お金のことを端緒にし、物事の本質を捉
える今回の氏の講演は、生徒だけではなく我々大人にと
っても、生き方を見つめる良い機会になったように感じ
ました。� （森田裕樹　記）

　昨年11月12日（火）、高等学校の
視聴覚教室を会場として、音楽家で
ギター奏者の西垣林太郎氏をお招き
して講演会が開催されました。西垣
氏のお話は、音楽と科学の歴史を軸
とし、今日多岐に分かれているさま
ざまな専門分野の間に潜む関連性に
及び、そして「音楽とは何か」という根源的な問いに対
する深い示唆へと続くものでした。また、持参された初
期の様式のギターで当時の楽曲を実際に演奏されたとき
は、会場全体が荘厳かつ神秘的な雰囲気に包まれました。
音楽の世界がいかに幅広く人間社会のさまざまな場面と
結びついているのかを丁寧に解説されたこの日のお話は、
これから人生の進路を決めようとする高校生たちへの貴
重なメッセージになったと思います。�（森口　匡　記）

進路講演会�
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大阪大学大学院情報学研究科准教授　梅谷俊治 氏（74回）

　昨年6月21日（金）の放課後、甲陽
学院高等学校視聴覚教室において進
路講演会が行われました。講師にお
招きした梅谷俊治氏は1993年に甲
陽学院高等学校を卒業後、大阪大学
基礎工学部に進学されました。同大
大学院基礎工学研究科、京都大学大
学院情報学研究科で学ばれ2003年に情報学の博士号を
取得後、豊田工業大学、電気通信大学での勤務を経て、
2008年から大阪大学大学院情報学研究科情報数理学専
攻の准教授を務められています。講演の前半は理工系を
中心とした大学進学に関する話題で、実際に進学した人
や仕事をしている人に話を聞いて具体的なイメージをも
つこと、偏差値と教育研究の質は必ずしも一致しないの
で入念に調べることなどが大切、そして興味の赴くまま
に本を読むだけで視野が広がるので読書をしよう、とい
うアドバイスをされました。後半は、数学は世の中でど
のように役に立っているのか？という視点から、音声・
画像処理、自動翻訳、金融工学などのさまざまな分野に
おける数理科学の応用例を多くの具体的な実用例を紹介
しながら分かり易く説明していただきました。まとめと
して、大学受験がゴールではなく、大学やさらにその先
にある仕事を見据えることが重要、数学を良く知ると現
実の世界とは全く異なる視点で現象や問題を捉えて解決

同窓生講演会（中学校）�

一隅を照らす
日本銀行大阪支店副支店長　　長野　聡 氏（62回）

同窓生講演会（高等学校）�

音楽と科学・音楽と社会�•�å� �Ò��
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音楽家・ギター奏者　西垣林太郎 氏（78回）
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することが可能になる、というメッセージを送られまし
た。生徒達は普段学習している数学とは随分違った側面
に触れ、進路選択の幅が広がったのではないかと思いま
す。後日梅谷氏から「母校での講演は成し遂げたかった
ことの一つで、とても嬉しく充実した気持ちです。今後
は高大連携を前に進め交流を持つ機会を増やすことが出
来ればと思います。」という感想を頂いています。
� （溝口貴浩　記）

中学校　英国語学研修
　中学3年生70名は、昨年7月21日から8月7日の日程
でロンドン近郊のイーストボーンでの語学研修に参加し
ました（最後2日間はパリ観光）。生徒たちは語学学校で
同じ年頃の外国人と交流し、外国の文化に触れ、貴重な
体験ができました。
＜参加生徒の感想＞� 坂口大輝（中3）
　イギリスには合計15日間いて、そのうち6日間がホー
ムステイでした。ホストファミリーはとても親切でした。
料理もまずいと聞いていましたがおいしかったです。学
校では他の外国人と一緒に授業を受けました。日本人が
3分の1くらいだったけど、外国人は英語が上手だった
ので日本人はほとんど発言できませんでした。日本と違
い文法とかは学ばず、いくつかの班に分けて、あること
について相談したりする授業がほとんどでした。
　観光はロンドンやブライトンに行きました。ロンドン
は人が多いので少しぼうっとしていると前を見失ったり
するので気をつける必要があると思いました。
　イギリスの気候は、朝は寒く感じるほどで、昼は日本
より少し涼しかったです。
　イギリスに滞在した後、ユーロスターに乗ってパリに
行きました。パリ観光ではルーブル美術館やエッフェル
塔に行きました。美術館やバスの中にはガイドの人がい
たので普通の観光と全く同じでした。

中学校　天文部　近況
　平成24年春、当時1年生であった99回生3名によって
天文部が復活しました。
　昨年度は金環日食や金星の太陽面通過などの「世紀の
天体ショー」に恵まれ、それらの撮影および展示を軸に
し、無事音展での成功を収めることができたと思ってい
ます。またブラックホールについての展示に加え、箱型

で窓から覗き込む方式のプラネタリウムも展示しました。
このプラネタリウムは、かつての先輩方が作られ、社会
科研究室に残されていたのを修理したものです。
　今年度に入り、3名だった部員は99回生7名と100回
生2名の計9名に増えました。来年度入学してくる101
回生は昨年度の展示を見ている人も多いと思うので、入
部してくれればと思います。
　前回の音展では、日本の宇宙開発･ロケット開発の歴
史や、彗星･流星群からブラックホールまで、昨年度よ
り展示内容を増やしたものとなりました。更に、アイソ
ン彗星の軌道模型とかつてのプラネタリウムに代わる新
箱型プラネタリウムの冬季版を全日展示、クイズも全日
実施し、角度を入力すればその方向を指す機械を午後展
示しました。その機械に予め計算しておいた数値を代入
することで30分毎に火星の位置を指すことに成功しま
した。プラネタリウムの方も、厚紙で周囲の光が遮断さ
れた空間に入り上を見上げると星空が見える、という形
に変更、特に子供を中心に好評を博しました。全体的に、
昨年度を超える大成功であったと言えると思います。
　来年度こそは、部屋の半分をカーテン等で仕切り、真
っ暗にしたところで投影式のプラネタリウムを展示した
いと思っています。
　また今後、ブラックホールに関する更に深い展示や、
天文学の歴史など他の分野とも関連する展示をしていき
たいと思っています。
　まだスタートラインを切ったばかりの新生天文部への
応援をこれからもよろしくお願いします。
� 天文部部長　末久義朗（中2）　記

高等学校　バレーボール部�

全国私学大会 4年連続出場決定
　平成26年4月1 ～ 4日に東京都・神奈川県で行われる、
第19回全国私立高等学校男女バレーボール選手権大会
に4年連続の出場が決定いたしました。今年のチームは
前回、前々回のメンバーと比べるとかなりサイズが小さ
く、近畿予選2次ラウンドにおいても苦戦いたしました。
しかし、何とか兵庫県の二枠に入り、出場権を手にしま
した。また、卒業生のご尽力で、今回は遠征中に東京大
学バレーボール部様との練習試合も計画しております。
大会の詳細は、2月下旬さくらバレーのホームページに
アップされる予定です。どうかひき続き応援よろしくお
願いいたします。
【全国私学大会東京遠征　行程】
3月31日（午後）	 対東京大学練習試合（駒場キャンパス）
4月  1日（午前）	 対神奈川大学練習試合（横浜キャンパス）

（午後）	 開会式（町田市立総合体育館）
4月  2日　予選	 5チームリーグ戦（2試合：会場未定）
4月  3日　予選	 5チームリーグ戦（2試合：会場未定）
4月  4日　決勝	 トーナメント（町田市立総合体育館）
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　去る平成25年9月11日（水）に関西学院において第61
回交歓競技会（甲関戦）が開催されました。今年も九競技
とそして応援で、熱い闘いが繰り広げられました。競技
の様子をお知らせします。
　午前中に実施された競技は、サッカー・卓球・テニス・
バレーボール・バスケットボールの五競技。サッカー：
善戦するも後半に2点を取られそのまま逃げ切られる。
0対2で惜敗。卓球：県大会出場の実力を発揮して7対2
で快勝。テニス：各試合とも善戦するが関学やはり強く
1対6で敗れる。バレー：この試合を最後に廃部となる
関学男子バレー部は市内有数の実力校の本校相手に健闘。
本校も堂々と闘いこれを退ける。0対2で勝利。バスケ
ットボール：最終ピリオドの関学の追い上げは立派。し
かし落ち着いて対応し54対48で勝利。
　午前中を終わって3勝2敗でリード。
　午後は剣道・水泳・野球・陸上の四競技。剣道：地力
を十分に発揮した甲陽が2勝3分けで快勝。水泳：甲関
戦記録連発の関学強し。力を尽くすも18対38で敗れる。
野球、陸上を残し4勝3敗。
　野球：関学の序盤の攻勢で三回を終わって0対4。関
学のピッチャーがすばらしく、野球場とは離れた陸上競

技場で行われている陸上の結果が気になり始める。気を
取り直して懸命の応援もむなしく0対6で敗れる。その
直前陸上勝利の一報が飛び込む。ヤッター。陸上：各競
技とも粘り強くポイントを重ねリレー競技で勝ち越した
ことも勝因。得点は26対22。
　通算5勝4敗で総合優勝！今年も記録には残らないけ
れど懸命のプレー、懸命の応援はさすがの感がありまし
た。また終わった後お互いをたたえ合う様子が各所で見
られました。

◇　　　　　◇　　　　　◇
　さて61回を重ねた甲関戦ですが、9月の平日開催とい
う形での実施は今年が最後となりました。関学の女子生
徒の問題等を考慮すると交互に会場として実施すること
が難しいことがその理由です。しかしこのまま中止して
しまうにはあまりに惜しい交流戦だとの思いは皆に共通
のものです。そこで形を変えて存続していこうというこ
とになっています。来年度は夏休み中に甲陽・関学の両
校に分かれてクラブご
とで実施の予定です。ま
すます生徒諸君に有意
義な交流戦となって存
続・発展していって欲し
いものです。
� （嶋吉由喬　記）

第61回甲関戦 本校が総合優勝

　「有馬頼底師と行く幸福・神聖なる仏教国ブータンを
訪ねる旅」（2013年11月5日～ 11日）から帰国したあとも、
しばらくは、ブータンの時間で流れる残像に浸っていた。
昼間は既に頂上に雪をいただいたヒマラヤの山を遠景に、
どこまでも澄んだブルーの空、夜は明け方に霜が残る凍
りつくような寒さの中できらめく満天の星空が目になお
焼きついている。｢米と麦の二毛作のお百姓さんは、今、
農閑期で、のんびりしているところです。｣ とブータン
人のガイドが、見事な日本語で説明してくれた。11月は、
ブータンでは、稲の取り入れが終わり、12月から麦の
種まきが始まる。放し飼いの牛が掘り返した田んぼの中
で、のんびり草を食んでいた。
　「日本語がお上手ですね」とガイドに水を向けたとこ
ろ、「ブータン語（ゾンカ語）と日本語は文法が同じですか
ら」と答えてくれた。ブータン語さっぱりの筆者にとっ
ては、英語が通じたのでありがたかった。ブータンでは、
小学校1年生から国語以外は英語で行われる。旅程4日
目の8日、首都ティンプー市内視察先の一つとして訪れ
た公立高校では授業中、教室に入れてもらうことが出来

幸いだった。学校の正面に、ブータン語は読めないが、
Rinchen High Schoolと併記されていた。引き締まった
口元に加えて一人一人の生徒の目が輝いていた。強く印
象に残った。校庭に集まった生徒全員約900人がお経を
唱え我々一行を見送ってくれた。朝礼の時に毎朝唱える
お経だと聞いた。

　ブータンという国は何で食べているのか。ガイドの説
明では、ヒマラヤ氷河の豊富な水で水力発電、インドへ

ブータン駆け足旅日記　
　　―国民総幸福は本当か、市場経済の波風かぶる現状も垣間見える―� 江嵜健一郎（38回）
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電力を売って得たお金や外国からの支援が主な収入源で
ある。義務教育は無料であるが、学校に行くための制服
や授業に使うノートなどは自分で買い揃えなければなら
ない。医療費は、たとえ外国からの旅行者であっても基
本的には無料である。ブータンは今、バブルのまっ最中
で、地価は一年で倍以上、日本の10年くらいの変化を
ブータンでは1年で感じているような気がするという話
も聞いた。ブータン通貨：ニュルタムはインドルピーと
連動している。2～ 3年前は、1インドルピー（ニュル
タム）＝2.5円だった。それが2013年11月の為替レート
では、1インドルピー（ニュルタム）＝1.5円へ値下がり
している。ブータンはインドからの輸入が多い。インド
ルピー安になるとそのままブータン通貨安となる。土地
の値段だけでなく、輸入インフレの影響で、自国通貨安
になれば、勢い物価は高くならざるを得ないだろう。
　少しデータは古いが、日本の外務省報告書によれば、
ブータンは自給自足経済から市場経済へ堅実な歩みを続
けた。GDP成長率は2002 〜 2008年（第9次5ケ年計画）
では18％の成長を維持したが、08年は6.7%、10年は
7.4%へ低下した。2010年のGDPは15億ドル。11年、12
年と伸びたはずのブータンGDPも、インド経済の悪化
の影響を受けたであろう。ブータンはほとんど全ての消
費財、資本財をインド及び他国からの輸入に依存してい
る。人口の70%は農村に住む。自給自足中心の農業に
従事していると書いていた。
　ブータンは50年前まで鎖国だった。外国との交流は
一日4便の空路が支えている。人口70万、島根県に近い。
国土面積は九州のほぼ9掛けである。ティンプーまでト
ヨタ製マイクロバスに乗ったが舗装された道路が突然ガ
タガタ道に変わる。いま首都近辺では建築ラッシュ、バ
ブル真っ最中だと、ガイドは話した。その一方で、今回
泊った一流ホテルとされる宿ではシャワー途中、湯が止
まり水に突然変った。湯船も一杯にならない。生水は当
然飲めない。旅行会社は我々旅行客が水を切らさないよ
うに、生水の入ったペットボトルを配ることに全神経を
使っていた。
　先の外務省の報告によれば、ブータンの外交上の主要
懸案事項はネパール系ブータン難民問題だと知った。た
またま11月10日付け日経夕刊に社会学者、古市憲寿氏
が「一時期、ブータンは、日本でも幸福の国として注目
を集めていた。しかし、実際のブータンは、多くの難民
が発生する国である。桃源郷と程遠い。」と書いていた。
この手の記事は、ミスリードする可能性もあるだろう。
難民問題は、ブータン政府にとっては、極めてセンシテ
ィブな問題である。難民キャンプにいる人で、多くの方
が、第三国に移住を決め、決着に向かっているという話
を聞いた。
　ブータン人は、殺生はしないという世界も目のあたり
にした。移動バスにたまたま迷い込んで来たハチ2匹を
ガイドさんは、なにやら呟きながら、優しく逃がしてや
っていた。殺生しないとはいうものの、バイキング料理
には、肉料理が出て来た。ブータン産の肉も販売されて

いるそうだ。今回のツアーで、改めてブータンが大変な
親日国だと分かった。今回ツアー最大のイベントは、王
宮に隣接するゾン（城）前庭で、国王直々のお出迎えを受
けたことだ。国王は2年前、金閣寺をご夫妻で訪問された。
今回はその答礼の意味も兼ねた。国王直々のご挨拶から
国王の日本に対する熱い思いがひしひし伝わった。
　ガイドの話に戻す。「今日のブータンがあるのは西岡さ
んのお陰です。」とガイドが日本人の名前を突然口にし
た。西岡京治さんといい、1964年にブータンの地をは
じめて踏み、28年間、ブータン人に命がけで農業技術
指導を行った。帰国後知ったが、西岡氏は、1980年「最
高に優れた人」を意味する「ダジョー」の称号を与えら
れた。氏は家族の希望でブータンの地で眠っているとガ
イドさんは話していた。
　「因みに、墓をつくらず散骨する習慣がブータンにあ
ります。」と、パロからティンプーへの途上、岩場に見
える白い塊をガイドが指差した。遺骨の一部を粉にして
ツァツァ（白い塊）を作るが、ほとんどは火葬場近くに
ある川に散骨する。白い塊は見晴らしのいい場所もある
が、寺院の裏庭にも見かける。お年寄りは、神聖な場所、
縁のある寺院などを希望する人が多い。ブータンでは、
火葬・鳥葬・水葬それぞれあるが、その土地の条件や亡
くなった人の年齢などによって決まる。
　博物館を訪問した時、ブータンが鳥をはじめ動植物の
珍種の宝庫であることも知った。特に鳥類は650種がブ
ータン固有の世界の珍種であると説明ボードに書いてい
た。研究者にとっては堪えられない秘境の地として位置
づけられるだろう。渡り鳥の安全な休憩地としても知ら
れる。鳥たちにとって楽園なら、厳しい自然環境下にお
かれた人間にとっても、外からの外敵の侵入をブータン
の地は拒んで来た。ブータン国境の南はインドに、西、北、
東は国交を締結していない中国に面している。中国国境
は、インド軍・ブータン軍共同で警備にあたっている。
ただ、ブータンの軍事費は全額インドが負担していると
先の外務省の報告書にあった。
　わずか3日ばかりの駆け足ブータンの旅だったが、多
くのことを学ばせてもらった。なかでもただ幸せの国ブ
ータンでないことも知った。自給自足の生活から脱皮す
る過程で、いまバブルの真っ最中という話も聞いた。市
場経済の波風を好むと好まざるを得ず受けつつある厳し
い現実も目の当りにした。10年先のブータンをこの目
で今一度見たい気もする。
　今回のブータン・ツアーは、ひとえに有馬頼底先生を
団長とする京都仏教会主催の巡礼の旅というご縁をいた
だいたお陰である。日本画家、森田りえ子さんが桜の絵
を描いて、直々、国王陛下に手渡された。小生が日本画
の手ほどきを受けた森田りえ子先生からブータン・ツア
ーの案内がなければ参加していなかった。加えて本レポ
ートをまとめるにあたり、ブータン政府勤務で、ブータ
ンに6年お住まいの石田香澄様に貴重なご助言をいただ
いたことに併せ感謝申し上げる次第である。� （了）
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　思い出せば平成20年の夏の
同窓会で、「甲陽の思い出…これ
からの社会」と題して皆様にお
話しする機会を与えられ、翌
21年5月から始まることになっ
ていた裁判員裁判制度にも触れ
て、「この制度は、国民の常識や
感覚を司法に反映させるもの

だ」と話しました。この制度も発足以来4年有余の年月
が経ち、既に全国で数万人の方々が裁判員等として関与
されています。その中には、100日もの長期間に及ぶ公
判審理を、当初に選ばれた6名の裁判員が一人も交代せ
ずに成し遂げてくれた事例もあり、感動しましたし、ま
た刑の量定について、国民の声に接することができたの
ではないかと思っています。そして、「施行後3年経過し
た場合、必要があるときは、所要の措置を講ずる」との
法の附則規定に基づき検討を重ねてきた有識者からなる
「裁判員制度に関する検討会議」は、昨年6月その見解
をまとめ、「裁判員制度の運用状況はおおむね順調であ
る」と評価しました。またマスコミの論調も好意的であ
り、この制度は着実に我が国に定着したようです。
　そこで、同窓会での話の続きとして、明治以来の「司
法への国民の参加制度」への取組みの歴史を綴ってみよ
うと思います。我が国におけるこの制度としては、裁判
員制度が初めてではなく、戦前に陪審制度があったこと
は皆様もご存知でしょうが、これがどのような経過でで
き、何故終わったのかについては余り知られてはいない
と思うからです。

☆　　　☆　　　☆
　明治新政府の大きな外交案件の一つは不平等条約の改
正問題でした。治外法権の撤廃、関税自主権の回復のた
めにも西洋の文明・制度の導入に積極的に取り組み、三
権分立の思想の下に司法制度も欧米流に変革するべく、
多くの法律学者を招聘しています。その一人でフランス
から招いたボアソナードの作成した治罪法（現在の刑事
訴訟法）草案には、陪審制度が採り入れられていました。
彼の考え方は、日本の司法制度を欧米と同じにして司法
の独立を印象付けることが、治外法権の撤廃ひいては不
平等条約の改正への近道だということのようでした。し
かし、欧米の制度の導入に熱心であった政府も、この陪
審制度にだけは納得しなかったのです。文明開化の始ま
ったばかりの我が国では、とても欧米人の真似はできず、
陪審制度を採用しても失敗し、そうなればまた外国から
甘く見られてしまうと案じたからだというのです。
　それから時は流れ明治も末になったころ、再び陪審制

度が論議されるようになりました。主唱したのは、当時
の野党「政友会」を率いていた原敬で、明治43年、政
友会が議会に提出した「陪審制度の設立に関する建議
案」が満場一致で衆議院を通過します。因みに、原は、
司法省法学校生徒としてボアソナードに学び、その後も
親しくしていたようです。そして大正7年9月に成立し
た原内閣は、陪審制度の具体的な法案作りに取り掛かか
りました。原内閣は、この法案を議会にかける前に枢密
院に諮問するのですが、その際、原首相は、「陪審の現実
は、人民をして司法事務に参与せしむるにある。我が国
においては議会を設けられ、人民が参政の権を与えられ
たるに、ひとり司法制度は何ら国民の参与を許されざり
き。憲法実施後30年を経たる今日においては、司法制
度に国民を参与せしむるは当然のことなり。」（大正10年
1月枢密院第1回陪審法案審査委員会）と、つい最近でも
通用するような格調の高い演説をしています。このよう
に原内閣が陪審制度を進めるようになった背景としてい
くつかの事情が推測されていますが、その内の一つにい
わゆる大逆事件の影響があります。明治43年に発生し
たこの事件では、幸徳秋水ら20数名が、証人調べをす
ることもなく、たった1ヶ月の間に大審院で有罪にされ、
多数の死刑判決が出されました。ところで、明治憲法で
は、「司法権ハ天皇ノ名ニ於テ裁判所之ヲ行フ」と定めら
れており、判決書には「天皇ノ名ニ於テ」という朱印が
押されていました。そこで、このような重大事案に接す
ると、このままでは、裁判結果の責任が天皇にも及ぶこ
とになりはしないかとの危惧を感じ、有罪・無罪の事実
認定という裁判の核心部分の責任から天皇を外そうとし
たのではないかというのです。
　ともあれ、枢密院の審議は、原内閣の思うようには進
展しませんでした。ネックになったのは意外にも憲法問
題だったのです。明治憲法では、臣民は「裁判官ノ裁判
ヲ受クルノ権」を奪われることはないと規定されていま
した。ところが、陪審制度の本質は、その評議に裁判官
の加わらない陪審員だけの評決で、裁判の核心部分であ
る有罪か無罪かを決めることにあるのですから、枢密院
では、国民のこの憲法上の権利を奪うことになるとの疑
義が出され、撥ねつけられ続けたのです。しかし、政府
も諦めず、原首相が不幸にも大正10年11月に凶刃に倒
れた後も、後継内閣が取り組み続け、終に加藤友三郎内
閣の大正12年4月に陪審法が成立して公布され、昭和3
年10月に施行されることになったのです。
　この陪審制度は、昭和18年に停止されるまでの15年
間実施され、その間484件の陪審裁判が行われています。
停止されたのは、戦争末期になり、陪審団を構成するゆ

樋渡利秋（45回）裁 判 員 制 度 余 話
リ レ ー ーエ ッ セ
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とりもなくなったことが直接の原因ですが、それだけで
はなく、制度自体に内在する問題点から、そもそもこの
制度の存続意義が無くなっていたのだと思います。憲法
解釈上の疑義を回避しながら創案された我が国の陪審制
度は、もはや英米流の本来の陪審制度とは全く異質のも
のになっていたのです。先程の臣民の権利を保障するた
め、簡単に言えば、裁判官は陪審員の評決に拘束されず、
それが正しくないと判断すれば、陪審を組みなおして何
度でもやり直すことができるとした上、陪審裁判を選ぶ
か裁判官による裁判を選ぶかの選択を被告人の意思に任
せたのです。こうなればどのような結果になるかは明ら
かで、どっち途裁判官の判断に委ねることになるなら、
最初から裁判官に頼った方が心証が良くなると考えるの
が人情でしょう。制度導入当初こそ、初年の2ヶ月余り
で31件の、翌年も143件の陪審裁判が実施されたものの、
3年目には既に66件と前年の半数以下に激減し、以後減
り続ける一方でした。しかしながら、陪審員として関与
した国民がこの陪審裁判に真摯に取り組んだことだけは
間違いなく、陪審裁判484件のうち、5％の24件が裁判
官によりやり直し（陪審更新）を命ぜられながらも、他方
で17％の81件が無罪になっていますが、これだけ多く
の無罪評決を裁判官が受け入れたのもその証左の一つだ
と思います。
　戦後、陪審制度を復活させるかどうかを議論していま
すが、結論的には、資金的ゆとりもなく、宿題とされま
した。しかし、当時の木村篤太郎司法大臣は、「民主制に
とって陪審は適当な制度である」と国会で答弁していま
すし、新憲法では、解釈上の疑義を避けるため、「裁判官
の」ではなく「裁判所の裁判を受ける権利」に直すなど
の手当てをしています。そして半世紀以上経って漸く裁
判員制度として宿題を果たすことができたのです。

☆　　　☆　　　☆
　今回の司法制度改革の際も、明治時代と同じように、
このような制度は日本人には向かないと多くの人々から
言われたものでした。要するに日本人は自分の意見を言
わないからというのです。しかし、東日本大震災の際、
暴動も略奪騒ぎも起こさず、お互いに他人を思いやりな

がら秩序を乱さず復興に勤しんでいる日本人の姿が、世
界の人々をどれ程感嘆させたことでしょう。殊更に自己
主張することと、自分の信念をしっかりと持ちつつ判断
し、行動するということとは全く別物だと思います。
　幕末に来日したトロイ遺跡の発掘者シュリーマンは、
清国から日本に渡ってきた際の旅行記の中で、粗末な身
なりながら料金を吹っかけない艀の船頭や、賄賂も受け
取らずに親切丁寧な税関員等の対応に驚嘆と畏敬の念を
書き綴っています。このように開国後の幕末・明治時代
に来日した多くの欧米人が日本人の文化・教養の高さを
賛美しており、またそのころの江戸の識字率は、ロンド
ンの30％に比し、70％だったそうで、日本人は、明治
の当初から陪審制度を十分に実施できる素養があったは
ずだと思います。
　あのころの我が国の指導者達は、西洋の文明の高さに
驚く余り、それに追い付くことにばかり気を取られ、そ
れを十分にこなせるだけの我が国の文化の高さを軽視し
ていたのかもしれません。しかしながら、当時の青年達
が進取の気概に富んでいたことは疑いようがなく、彼ら
は、言葉もうまく通じないまま海外に渡って勉学に励み、
我が国の発展に尽くしてきました。私の父祖の地鹿児島
の桜島に「わが胸の　燃ゆる思ひに　くらぶれば　煙は
うすし　桜島山」という幕末の志士平野国臣の歌碑があ
ります。北の地ではクラーク博士が「少年よ、大志を抱
け」と言っています。事に真っ直ぐに向き合い、将来に
大きな夢を持つことこそが若い人達の本来の姿だと思い
ます。これからの若者もこのように育って欲しいものだ
と思います。
　今夏の同窓会でも皆様にお会いできることを楽しみに
して筆を擱くことにします。（ホームカミング学年の45
回生へ：東京同期会は多数参加の計画を進めているので、
関西在住の同期生もこれに応えて大勢で盛り上げてくれ
ることを願っています）。

（著者略歴）東京大学法学部卒業後、1970年に東京地検
検事に任官。法務省事務次官、東京高検検事長、検事総
長などを経て、TMI総合法律事務所顧問弁護士。

☆ 新卒者の終身会費制度 ☆

　今年高校を卒業した95回生の皆さんは、卒業時点
で終身会費を納めることを選択できます。その方法
については、後日別途ご案内いたします。
　また、これに伴い、卒業後7年以内の方（卒業時
に7年分の年会費を前納）でも、ご希望により終身
会費制に移行していただけるようになっています。
その際の金額はP.2の表をご覧下さい。

☆ 「会報・甲陽だより」の原稿募集 ☆

＊�次号・第90号は、本年7月末頃に発行を予定して
います。
＊�「会員だより（同期会・クラス会）」・「運動部・文
化部のOBだより」・「詩・短歌・俳句の発表」・「ク
ラス会・同好会・研究会等の連絡」などのご投稿
をお待ちしています。
＊�原稿の締切日は、本年6月10日です。


